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まさこの⻭科クリニック
①DH

フリーランス⻭科衛⽣⼠ ⼤林尚⼦

1

プロービング

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

2

プロービング

⽬的
•⻭⾁縁下の状態を探る

診査項⽬
•ポケットの存在部位、形態、深さ
•プロービング時の出⾎の有無

•アタッチメントレベル

•根分岐部病変の有無
•付着⻭⾁の幅

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

3

プローブの種類

• メーカーによって⽬盛や太さが異なるので使⽤前に
確認！

• 先端の断⾯：平坦型、丸型、先端が球体のもの

• ⽬盛り：溝状のもの、⿊⾊の帯状のマーク、カラー
のもの

• 材質：⾦属製、プラスチック製
• それぞれの短所⻑所を理解し、使⽤⽬的に応じた適
合性や到達性を考慮したうえで選択

23/3/30 10時33分

☆BRILLIA☆
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23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

5

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

6

気をつけて！プロービングエラー

臨床所⾒とプロービ
ングの深さが⼤きく
違う

01

エックス線写真像と
プロービングの深さ
が⼤きく違う

02

前回と今回のプロー
ビングの深さが⼤き
く違う

03

23/3/30 10時33分

☆BRILLIA☆

7

気をつけよう！プロービング

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

ポケット底でプローブ先端が⽌まる、炎症の有無で停⽌位置に違いがある
健康な⻭⾁では、上⽪付着中で⽌まる
炎症がある場合はポケット上⽪をわずかに突き抜ける
（炎症が強いと結合組織中のコラーゲン線維が破壊され、数が少なくなる。コラーゲン線維は⻭⾁を⻭根⾯側に引っ張る
⽅向に⾛⾏しているので、数が少なくなるとプローブが⼊りやすくなる）
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23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

気をつけよう！プロービング
プローブの太さ ⼤きすぎる⻭・不適合冠

9

気をつけよう！プロービング

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

10

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

11

気をつけよう！プロービング

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆
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23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

13

プロービングエラーを回避するための対策

毎回同じ術者が測定
する

測定者が適切な診査
技術を⾝につけてお

く

測定値を正しく読み
取る

病態によって測定値
のとらえ⽅が変わる
ことを理解しておく

基本的、特異的な⻭
根形態を把握してお

く

プロービングエラー
が起こりやすい部位
や形態を把握する

エックス線写真や臨
床所⾒で状態を確認
して測定する

前回のデータを確認
して診査する

毎回同じプローブを
使⽤する

適切に管理されたプ
ローブを使⽤する

23/3/30 10時33分 ☆BRILLIA☆

14

プロービングを始める前に

プローブの挿⼊⽅法

• エックス線写真
• ⻭⾁の状態（厚いか薄いか、退縮の有無、炎症の程度）
• 補綴物辺縁の不適合
• 遠⼼部の垂直的な⾻⽋損
• プラーク付着・⻭⾁の問題部位

プロービング圧

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

15

プローブの持ち⽅・レスト

執筆状変法
⻭軸に沿って隣接⾯⻭根⽅向
必ず固定指を

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆
プローブの先端を⻭軸に平⾏に挿⼊し、ゆっくりポケット底部まで到達させる
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プロービング圧
•２０〜２５ｇ

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

17

プロービングの基本操作

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

①⻭周ポケット内でのプローブの操作はウォーキングプロービングで⾏う
②プローブ先端を⻭根に沿わせ、1〜2㎜の感覚で上下にわずかに動かしながら近遠
⼼⽅向に１㎜位ずつ移動させる

③⻭の周囲を歩くように測定し、⻭の周囲のポケットの形態を把握する

18

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

19

プローブで感じよう！

⻭⾁縁下の性状や⻭⽯の有無 ⻭⾁の抵抗性の確認

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆
プロービング中に、⻭⽯の位置や量、⼤きさなどを把握することで、⻭⽯除去に必要な時間をある程度予想することができる
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プロービングから
読み取れること・推測できること

ポケットの存在部
位、形態、深さ

出⾎の有無
（Bleeding on 

probing）
⾻⽋損の状態 縁下プラークや縁

下⻭⽯の有無

根⾯や⻭⾁の性状 根分岐部病変の有
無や程度 付着⻭⾁の幅 アタッチメントレ

ベル

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

21

炎症とプロービ
ングの関係

炎症の度合いによってプローブの先端が⽌まる位置は異なる。臨床
上、炎症が強いほどプロービング値を深く読んでしまう傾向がある。

•健康な⻭⾁：プローブは付着部の途中で⽌まる

•⻭⾁炎：プローブはほぼ結合組織線維付着のレベルで⽌まる

•⻭周炎：プローブは結合組織線維の付着部をわずかに越えて（平均0.3㎜）⽌まる

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

22

エナメル突起
（エナメルプロジェクション）

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

23

エナメル真珠（エナメル
パール）

⻭の形態異常で、根分
岐部にエナメル質の
パール状の突起がある

プロービングやエキス
プローリングで確認す
ることができる

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆
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プロービング前
• 患者さんへの⼗分な情報提供
• 軟組織の検査
• ⼝腔粘膜の検査
• ⻭⾁のタイプを知る

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

25

プロービング中の痛み
強い⻭⾁炎症
• ⻭⾁に触れるだけでも痛み
を⽣ずる場合がある

付着⻭⾁の幅や厚みが
少ない
• プローブ挿⼊時の抵抗性が
強くなる

知覚過敏
• ⻭⾯にプローブが触れるだ
けでも痛みを⽣ずる場合が
ある

プロービング圧が強い

• 結合付着組織が傷ついてい
る

不適切なプローブを選
択している
• 平型タイプや太すぎるプ
ローブ

操作時にプローブ先端
が⻭根⾯から離れる
• 周囲組織を傷つけている

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

26

⼤切なこと

正確にプロービング値
を読み、⻭⾁縁下の情

報を把握する

プローブの特徴を理解
し、使いやすいものを

選ぶ
執筆状変法で軽く把持

レスト（固定）をとる
作業部の先端を根⾯に

沿わせる

20g前後の⼒でプロー
ブを細かく上下させな
がら⻭の周囲を探る

23/3/30 10時34分 ☆BRILLIA☆

27

超⾳波スケーラー

10時34分 ★Brillia★
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超⾳波スケーラー

10時34分 ★Brillia★

29

超⾳波スケーリング

超⾳波スケーラーの特徴 パワースケーラーとの⽐較 ⼿⽤スケーラーとの使い分け

チップとパワーの選択 使⽤前の確認

超⾳波スケーリングの実際
（把持法・操作の⼿順・チッ
プの当て⽅、側⽅圧・チップ
の⾓度・動かし⽅・ポジショ

ニング）

10時34分 ★Brillia★

30

超⾳波スケーラーの特徴

振動⽅式によって2種類に分かれる

振動とキャビテーション効果で沈着物や内毒素を除去する

患者さんと⻭科衛⽣⼠の⾁体的疲労を軽減する器具である

10時34分 ★Brillia★

31

10時34分 ★Brillia★
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超⾳波スケーラーの効果

術者の⼿指の⼒を必要とせず、強固な⻭⽯除去から洗い流し作⽤
など幅広く応⽤できる

根分岐部など⼿⽤スケーラーでは到達できないところにもアクセ
スすることができる

短時間で効果的であることから、時間短縮できる

10時34分 ★Brillia★

33

キャビテーション効果
キャビテーションとは⽔中で超⾳波が発信されたときに起こる「微細な泡⽴ち効果」のことで、
これは振動によって流⽔の断⾯や向きが変化すると、その周辺に空洞部ができ、泡を引き起こす
ために起こる効果。⽔の分⼦と分⼦がぶつかり合うことによって衝撃が伝達され、超⾳波が届き
にくい狭い部分（複雑な⻭根⾯や深いポケット）などの微細な付着物を剥し洗い流す。

10時34分 ★Brillia★

34

⼿⽤スケーラーvs超⾳波スケーラー

⻑所 短所
ハンドスケーラー 各⻭⾯に適合

根⾯の状態が感触で分かりやすい
深くて狭いポケットにも対応し得る
スケーラーもある

術者の技術、熟練が必要
⻑時間の使⽤で疲れやすい
シャープニングの影響が⼤きい
本数が複数必要

超⾳波スケーラー 多量で硬く沈着している⻭⽯の除去
が効率よく⾏えて疲れにくい
洗浄効果がある
患者さんの不快感が⽐較的少ない
（使い⽅による）

⻭⽯を除去している微妙な感覚が伝
わりにくく、根⾯の変化がつかみに
くい

10時34分 ★Brillia★

35

超⾳波スケーラーと
パワースケーラーの
違い

10時34分 ★Brillia★

36
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ハンドスケーラーとパワースケーラーの
⽐較

ハンドスケーラー 優位性 パワースケーラー
プラーク・⻭⽯除去効果 ◯ ＝ ◯

探知能⼒ ◯ ＞ △
⻭根⾯削除量 ？

臨床的効果（PPD.BOP） ◯ ＝ ◯
根分岐部への到達性 △ ＜ ◯

最後⽅⾅⻭遠⼼⾯への到達性 △ ＜ ◯
狭く深い⻭周ポケット ミニスケーラー プローチ型チップ

薬剤の応⽤ × ＜ ◯
治療時間 ⻑い ＜ 短い
疲労度 ⾼い ＜ 低い
難易度 ＝10時34分 ★Brillia★

37

超⾳波スケーラーの禁忌・注意点

禁忌
• ⼼臓ペースメーカーの使⽤者（⼼疾患）

• エアスケーラーは禁忌ではない
• 伝染性疾患
• 呼吸器系リスク（呼吸器系疾患）
• 嚥下障害、開⼝障害
• ポーセレンや接着性の補綴物・充填物
• エナメル質脱灰⻭

注意点
• インプラント・修復物
• 象⽛質知覚過敏症

• 神経過敏症患者には事前に説明し同意を求める
• 脱灰部分は、再⽯灰化を破壊しやすいので⼗分注意
する

• 急性症状を起こして腫れている⻭⾁は敗⾎症を起こ
す危険がある

10時34分 ★Brillia★

38

超⾳波スケーラーの基本操作

⻭⽯の探知

チップの選択

パワーの選択

操作（当て⽅・⼒のかけ⽅・動かし⽅・姿勢）

部位に応じたチップの交換

10時34分 ★Brillia★

39

チップ選択のための
フローチャート

10時34分 ★Brillia★
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チップの選択

10時34分 ★Brillia★

41

パワーの選択

10時34分 ★Brillia★

42

超⾳波スケーラー使⽤前の確認

チップの取
り付け

注⽔の確認 チップの変
形と摩耗

10時34分 ★Brillia★

43

流⽔の⽬的

キャビテーション効果に加え、チップを「冷却する」働
きがある。振動によって発熱するので、⻭や⻭周組織に
ダメージを与えないように、⼗分な注⽔によってチップ
を冷却する必要がある。使⽤の際には、バキューム先端
をチップに近づけすぎて⽔を吸引しすぎないようにする。

10時34分 ★Brillia★
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超⾳波スケーラーの把持法

10時34分 ★Brillia★

45

操作⼿順

•⼝腔内にチップを⼊れ、
フィットペダルを踏んでか
ら、そっと⻭にチップを当
てて⾏く。
•チップを先に⻭に当てない。
•急な振動による痛み、患者
さんが驚く

10時34分 ★Brillia★

46

チップの当て⽅
• チップの部分によってパワーが違う
• チップを⻭⾯に対して15度以下の⾓度で当てる
（オーバーインスツルメンテーションを避けるため）

• チップの消耗によってパワーが劣る

10時34分 ★Brillia★

47 48
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フェザータッチの⽬的

可能な限り⼒を⼊れ
ずに優しくスケーリ
ングすること！

強くチップを⻭⾯に
押し当てるとチップ
の動きが⽌まる？！

振動回数が減って効
率が悪くなる！

10時34分 ★Brillia★

49

チップの動かし⽅

• 弱いパワーで⻭⾁縁下のバイ
オフィルムの除去などを⾏う

• スィーピングストロークで⻭
⽯を感知した場合に⾏う

10時34分 ★Brillia★

50

10時34分 ★Brillia★

51

10時34分 ★Brillia★

52


